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五　　四三
ヽ　　　　ヽ

式典で挨拶をする幡谷祐一百周年記念事業実行委員長

校歌を斉唱する出席者1700名

創
立
百
周
年
記
念
式
典

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

去
る
十
一
月
一
日
(
土
)
､
創
立
百
周

年
記
念
式
典
が
母
校
体
育
館
に
て
､
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
招
待
者
約
五

百
名
､
全
校
生
徒
約
千
二
百
名
'
合
計

約
千
七
百
名
の
出
席
者
が
あ
-
ま
し
た
｡

式
典
の
内
容
は
以
下
の
通
-
で
し
た
｡

(
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
)

一
､
開
式
の
こ
と
ば

実
行
委
員
会
副
委
員
長
　
豊
嶋
貴

二
､
君
が
代
斉
唱

物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷

百
周
年
記
念
事
業
経
過
報
告

式
典
委
員
長
　
遠
藤
俊
夫

学

校

長

式

辞

　

　

　

青

山

和

義

六
､
記
念
事
業
実
行
委
員
長
挨
拶
幡
谷
祐
一

七
､
P
T
A
会
長
挨
拶
　
谷
中
良
雄

八
､
祝
辞
茨

城

県

知

事

　

　

　

橋

本

　

昌

(
代
理
茨
城
県
出
納
長
角
田
芳
夫
)

茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
斎
藤
佳
郎

地
元
県
議
会
議
貞
代
表
松
浦
英
一

地
元
市
町
村
長
代
表

土
浦
市
長
　
助
川
弘
之

(
代
理
土
浦
市
助
役
藤
本
明
人
)

九
､
感
謝
状
贈
呈

(
斎
藤
佳
郎
教
育
長
よ
-

幡
谷
祐
一
同
窓
会
会
長
へ
)
.

十
㌧
来
賓
紹
介全
日
制
教
頭
　
長
南
紀
郎

十
一
､
生
徒
代
表
挨
拶

前
期
生
徒
会
会
長
　
内
出
崇
彦

十
二
､
校
歌
斉
唱

十
三
'
閉
式
の
こ
と
ば

定
時
制
教
頭
　
斎
藤
正
五

式
典
に
続
き
'
母
校
の
卒
業
生
で
も

あ
る
慶
療
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
の
南

隆
男
氏
(
高
十
四
回
卒
)
　
に
よ
っ
て
'

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
演
題
は
'

『
｢
独
立
自
尊
｣
　
の
時
代
-
二
十
一
世

紀
を
生
き
る
君
へ
-
』
　
で
し
た
｡

さ
ら
に
､
高
校
一
回
牢
屋
口
正
一
氏

の
寄
附
金
を
も
と
に
､
幡
谷
祐
一
同
窓

会
会
長
作
詞
､
池
辺
晋
一
郎
氏
作
曲
で

作
成
さ
れ
た
土
浦
吉
岡
讃
歌
が
'
内
田

直
美
教
諭
の
独
唱
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡

午
後
は
'
会
場
を
別
に
移
し
て
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た
｡
往
時
を
懐
か
し

ん
で
の
交
歓
が
'
大
変
和
や
か
な
雰
囲

気
の
も
と
で
繰
-
広
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

な
お
､
百
周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま

し
て
ぼ
'
以
下
の
通
り
に
な
っ
て
お
り

ま
す
｡
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
､
『
会

報
第
5
4
号
』
　
(
平
成
九
年
六
月
発
行
)

の
第
三
面
と
第
四
面
を
ご
覧
下
さ
い
｡

一
､
同
窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ
(
進
修
記

念
館
)
　
の
建
設

三
､
創
立
百
周
年
記
念
誌
『
進
修
百
年
』

の
発
行

三
'
『
創
立
百
周
年
記
念
同
窓
会
員
名

簿
』
　
の
発
行

四
㌧
倉
庫
兼
部
室
の
建
設

五
､
部
室
･
旧
本
館
庭
園
の
改
修
工
事

六
'
百
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

記
念
事
業
実
行
委
員
長
挨
拶

創
学
百
年
の
祝
典
に
当
た
り
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
｡

私
が
会
長
に
推
さ
れ
'
就
任
し
て
七

年
に
な
-
ま
す
が
､
こ
の
間
'
校
長
先

生
も
'
清
水
校
長
'
大
曽
根
校
長
'
そ

し
て
現
青
山
校
長
と
'
三
代
も
代
わ
り

ま
し
た
｡
私
だ
け
が
代
わ
ら
ず
今
日
を

迎
え
た
わ
け
で
､
こ
の
栄
え
あ
る
創
学

百
年
の
儀
式
を
執
-
行
え
る
こ
と
に
'

人
生
最
高
の
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
｡

思
え
ば
'
昭
和
十
一
年
'
二
･
二
六

事
件
の
起
き
た
年
の
四
月
に
こ
の
学
校

に
入
学
を
さ
せ
て
も
ら
い
へ
十
六
年
春

の
卒
業
ま
で
'
戦
争
'
戦
争
で
青
春
を

送
っ
て
き
ま
し
た
｡
皇
紀
二
千
六
百
年

を
五
年
生
の
と
き
に
迎
え
､
感
激
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
｡

戦
後
'
こ
の
学
校
は
'
着
々
と
実
力

を
つ
け
､
今
や
日
本
有
数
の
進
学
校
に

成
長
し
ま
し
た
｡
こ
の
こ
と
は
'
今
さ

ら
説
明
の
要
も
あ
り
ま
せ
ん
｡
多
-
の

先
輩
諸
氏
や
同
窓
の
方
々
が
残
さ
れ
た

校
風
は
今
日
も
引
き
継
い
で
い
る
こ
と

と
思
い
'
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
｡

今
日
の
式
典
に
全
員
を
お
招
き
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
誠
に
申
し
わ
け
な
-
忠

っ
て
お
-
ま
す
が
'
出
席
さ
れ
な
い
皆

様
か
ら
も
声
援
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
､
こ
の
式
を
執
-
行
い
ま
す
｡

私
は
､
親
子
二
代
に
わ
た
-
同
窓
会

長
と
い
う
名
誉
あ
る
職
に
推
さ
れ
て
今

日
を
迎
え
'
さ
ら
に
､
男
兄
弟
四
人
全

部
､
こ
の
学
校
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
'
大
き
な
誇
り
を
持
っ

て
お
り
ま
す
｡

幡
谷
　
祐
一

今
日
は
､
県
か
ら
知
事
さ
ん
'
教
育

長
さ
ん
は
じ
め
多
数
の
方
々
の
ご
出
席

を
賜
り
'
ま
た
､
近
隣
諸
学
校
の
校
長

先
生
､
市
町
村
長
さ
ん
'
県
議
の
方
々

な
ど
'
今
日
の
盛
典
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
｡

同
窓
会
館
兼
ア
リ
ー
ナ
､
県
当
局
の

ご
理
解
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
多
目
的

学
習
館
な
ど
'
新
し
き
中
に
も
伝
統
の

様
式
美
を
備
え
'
名
実
と
も
に
日
本
有

数
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
が
で

き
ま
し
た
｡
後
ほ
ど
ご
覧
-
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡
ま
た
､
多
-

の
同
窓
生
か
ら
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ

き
'
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
て
心
か

ら
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
｡

最
後
に
'
各
学
年
幹
事
の
皆
さ
ん
'

実
行
委
貞
の
方
々
t
 
P
T
A
の
方
々
､

ま
た
学
校
の
職
員
の
方
々
な
ど
'
皆
さ

ん
の
応
援
な
-
し
て
は
こ
の
大
事
業
の

完
成
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
｡
心
か
ら
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
｡
今
日
ま
で
の
過
程
に
は
､
手
違
い
や

ら
意
見
の
食
い
違
い
､
不
愉
快
な
こ
と

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
'
こ
の
私
に
ご
協
力
を
賜
り
'

百
周
年
の
式
典
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
､
人
生
最
大
の
喜
び
で

ご
ざ
い
ま
す
｡
今
後
と
も
さ
ら
に
自
己

研
鋸
を
し
て
､
晩
節
を
全
う
す
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

土
浦
一
高
､
長
-
栄
え
あ
れ
｡
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し授はなし長よの上と在い万国生感着なご会tこ始新校十り村を城ろす義こ年 ヽ○ 

称宿さ修前ま修念らご業にのつ画ままて正振う思今育会活り徒部動まい育生す校 鰭…蓋霊宝蓋等寧芋蔓警警護蓑をiL:o学芸暮葦蓋喜箪重量琶きま富貴芸鐙葺警警差長 えを宗塗装撃主蚤上を蚕墓守表誓吏ご笑壷讐這嘉で○冥美しミ妾宴だ書聖真警青警告音 量路を若葉嘗壷号蓋霊弼冨諸芸警重責壷針号一望号を真髄露表意一言嘗芸一心 

空曹重要量産軌重責漉裏芸董妻漸葦昭は重宝 出名合用進業り進言己かが企愛館〇二計き.りつをを行と､を社部お生化運てて教に ヽヽ 

た健感按に発号音寺岡り方き-るにすいの福に徒こ期ててら来周れ学行と生知諸の子典 を雪習蒜繁を讐銅品嘉島絹腎絹ニ露琵警官碧完警芸宣告蒜嘉三U:芋考讐蓋讐雷き叢古ミ 髄三菱雷管蔓慧芸嘩書き緋毒慧妄琶毒重量華碧雲蓋蓋潮害潤 しごだ周でたてい報良校れと巡すい貞れに抱境な同てきを方分き去望念百る間皇道窓あ典 上出い年すい､時化き訓たとりoとにる取え'夢窓い方基々野継のす誌周のにかをのり『 げ席たにoと本代な伝の期も会教要はのりるエをのた'ににでぎ部るは年だなで美方ま易 ､の関あ決校感ど統｢得にう職望､だ組困-ネも方だ在､'活'分形'記とつた践々す経 式骨係た意を覚にを白を､こ貞さそとん難ルつ々き校人先躍現はで過念思てくしは○』 警讐憂さ嘉孟夏悪習享ヒ亨畠主要雪祭蒜姦千晶里笑習警七草よ要素莞冒門去這えe'l いごに支たににで継協かので従いうまし題､難生たのししお未十さら発すいくい徒ら君 ○○ 

差貰蓋差毒薬貰≡岩票差芸警き薯菱芸藁妄芸奉還莞妄言と誓嘗錆露華貴書嬰を生 笠苦悶銅だ宅急鮎誓き砦等至芸雪ぎ招讐三島是雛警三三第姦誓言冒琵_ 衣 漢 …闇灘芸至難等喜寿蘭雲量要萱等蓋孟至難重苦 

0ヽ 

あ警護芭震長官表錆禦芸金董書き葦雷現芸若君萱手首三追票カミ慕こ最芸1otL芦蓋 A ko儲董輝き吾妻等警皇室享重要豊潤馨妄言警垂菅蓋蓄量差 挨ごきごと浦迫こ役するはり行○非つ力お卒り課し受とのつしまつま堂 ○ヽ 
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lコー l 

り本中'本そい機や待つ入るらい生はの長にを｢出居我しー通ににだいうするな､イ二る のはに基的うo能つなの格こが発産文重い向､大身泰々いツ用行行けはに○こデ俺ツ○生 

｢きとなれせんでるのいがたきあ｢押ぼろい人をきりれ材行しア考のまなすでちれと 雛狛醐妻書蓋蓋 

謂今警手至言創でなとてう白に設のうし動らうほのでが く.後おベりが立 oう報こ典編､ 貢を夏祭竺oO慧黄ご言vj,告暴し鳩諸宗志望完等呈 


